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　火災・救急・救助は 119ばん
携帯電話からも、局番なしの 119ばん
※  休日当番医の問い合わせは、 42-3181番へ！
　  災害の問い合わせは、 42-3000番へ！
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■ 上球磨消防団連合会長挨拶
■ 救急功労者県知事表彰を受賞
■ 財政事情の公表
■ 九州北部豪雨災害活動報告

平成 29 年度 全国統一防火標語
「火の用心　ことばを形に　習慣に」

県防災ヘリ（ひばり）
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地
域
住
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ま
す
ま
す
ご
壮
健
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り

消
防
団
活
動
に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
今
年
の
４
月
よ
り
上
球
磨
消

防
組
合
管
内
４
ケ
町
村
消
防
団
の
連
合

会
「
上
球
磨
消
防
団
連
合
会
」
の
会
長

を
仰
せ
つ
か
っ
て
お
り
ま
す
、
あ
さ
ぎ

り
町
消
防
団
長
の
溝
辺
で
ご
ざ
い
ま
す
。

連
合
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
一
言
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
当
地
区
に
お
い
て
は
台
風
の

上
陸
も
少
な
く
、
大
雨
等
に
よ
る
大
規

模
な
災
害
の
発
生
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
全
国
各
地
で
は
、
昨
年
の
４
月

に
発
生
し
た
熊
本
地
震
、
10
月
に
発
生

し
た
鳥
取
県
中
部
地
震
、
今
年
７
月
の

九
州
北
部
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
の
ほ

か
、
昨
年
12
月
に
新
潟
県
で
発
生
し
た

糸
魚
川
大
規
模
火
災
に
お
い
て
、
尊
い

生
命
財
産
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
災
害
後
、
数
ヶ
月
が
経
過
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
で
も
多
く
の
方
が
不
自

由
な
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。
早
く
元
の
生
活
に
戻
れ
ま
す
様
祈

る
次
第
で
す
。

　

当
地
区
も
、
人
吉
盆
地
南
縁
断
層
が

湯
前
町
か
ら
人
吉
市
に
か
け
て
延
び
て

お
り
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
．
一
の
地

震
が
発
生
す
る
可
能
性
は
30
年
以
内
に

１
％
以
下
で
活
断
層
の
中
で
は
や
や
高

い
グ
ル
ー
プ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

日
頃
よ
り
十
分
な
備
え
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
の
住
む
球
磨
郡
は
、

大
規
模
な
災
害
こ
そ
発
生
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
近
年
、
火
災
が
多
く
発
生
し
て

お
り
、
そ
の
多
く
は
野
焼
き
や
焚
火
等

の
火
の
不
始
末
に
よ
る
も
の
で
す
。
皆

様
一
人
一
人
が
注
意
し
て
い
た
だ
き
火

災
予
防
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
た
ち
消
防
団
も
、
各
地

域
住
民
の
皆
様
の
安
心
安
全
の
た
め
、

日
頃
よ
り
予
防
消
防
に
努
め
、
住
民
の

皆
様
の
期
待
に
応
え
る
た
め
４
ケ
町
村

団
員
一
丸
と
な
っ
て
邁
進
す
る
こ
と
を

誓
い
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

上
球
磨
消
防
団
連
合
会
長　

溝　

辺　

敬　

志　

「救急医療功労者県知事表彰を受賞！」　
９
月
４
日
に
上
球
磨
消
防
署
東
分
署
救
急
隊
が

平
成
29
度
熊
本
県
救
急
医
療
功
労
者
県
知
事
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
永
年
に
わ
た
り
救
急
医
療
へ
の

貢
献
又
は
そ
の
普
及
、
啓
発
等
に
よ
り
、
救
急
医

療
に
関
し
て
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
団
体
又
は
個

人
に
対
し
て
、
県
知
事
が
行
う
も
の
で
す
。

　

今
回
、
東
分
署
救
急
隊
を
含
む
、
１
個
人
及
び

６
団
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

東
分
署
開
署
か
ら
約
11
年
が
経
過
し
、
住
民
へ

の
応
急
手
当
普
及
啓
発
活
動
や
多
数
の
福
祉
関

係
の
事
業
所
や
学
校
等
で
の
救
急
講
習
が
評
価
さ

れ
、
今
回
の
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
地
域
住
民
に
寄
り
添
っ
た
救
急
講
習

を
継
続
し
、
上
球
磨
地
域
の
救
命
率
の
向
上
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

《消防功労者表彰報告！》
　平成２９年５月１日、上球磨消防署において
同年３月１７日に発生しました多良木町の交通
事故事案で、迅速な対応により要救助者を救出
されました信國ルミ様への消防功労者表彰を行
いました。
　この事案では、車両火災の危険があったにも
関わらず、信國様の勇敢な行動により要救助者
の容態悪化を防げましたこと、消防職員一同感
謝を申し上げますとともに、災害時の「共助」
の重要性を再認識し、今後も防災・救急講習に
おいて普及啓発活動に取り組んでいきます。

信國ルミ様・松本消防長深水署長・小野副知事
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財 政 事 情 の 公 表財 政 事 情 の 公 表

■上球磨消防組合告示第 3 号
　地方自治法第２４３条の３第１項及び上球磨消防組合財政事情の公表に関する条例の規定により、財政事情を次のと
おり公表する。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 29年　7月　3日　　　　　上球磨消防組合長　吉瀬　浩一郎　

１. 平成２８年度歳入歳出決算状況（平成 28 年４月〜平成 29 年５月）
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防火管理講習会を実施しました！
　

平
成
29
年
度
救
急
用
訓
練
人
形

購
入
事
業
に
よ
り
、
レ
サ
シ
ア
ン

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
導
入
し
ま
し

た
。

　

こ
の
最
新
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

は
、
脈
拍
の
触
知
、
心
音
・
呼

吸
音
の
聴
取
、
血
圧
の
測
定
や
事

前
に
設
定
し
た
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン

（
心
拍
数
・
呼
吸
数
・
血
中
酸
素

飽
和
度
・
血
圧
・
体
温
・
心
電
図
）

を
モ
ニ
タ
ー
に
表
示
さ
せ
る
こ
と

が
可
能
で
あ
り
、
指
導
者
が
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
操
作
し
病
態
変
化
を
さ

せ
る
こ
と
で
、
生
体
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
救
急
想
定
訓
練
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

　

救
急
救
命
士
の
救
命
処
置
（
気
管
挿
管
や
静

脈
路
確
保
）
も
実
施
可
能
な
た
め
、
救
急
隊
員

の
益
々
の
傷
病
者
観
察
能
力
の
向
上
に
期
待
し

ま
す
。

「最新の救急シミュレータを導入」

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
呼
吸
音
聴
診
中

《レサシアンシミュレータ PLUS・SimPad PLUS》
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『１１９番通報！何を言えばいいの？』
①　最初に「火事です」「救急です」をハッキリ伝えましょう。
②　発生場所を伝える
 　　　傷病者が居る所の「電話番号」「住所」を正しく
　　伝えましょう。また、住所等が分からない場合は目
　　標となる建物（店舗、学校、工場など）の情報を教
　　えてください。
③　詳細な情報
　　　火災時には「何が燃えているか」「逃げ遅れや負傷
　　者はいないか」など、救急時には傷病者の「氏名」「年
　　齢」「いつから、どのような症状か」など、できるだ
　　け具体的に教えてください。他の人から１１９番通
　　報を頼まれた時も、具体的な情報を確認してから通
　　報してください。
④　通報者の氏名、電話番号
　　　詳しい状況を確認するため救急隊等から折り返し
　　電話をする場合があります。
　　　通信指令員の質問に『落ち着いて、ゆっくり、はっ
　　きり』答えてもらうようお願いします。
※　大切な命を救うために、救急車の適正な利用を
　　お願いします。

お
困
り
の
時
は　
『 

Ｑ 

助 

』

(

き
ゅ
ー
す
け)

　

平
成
29
年
5
月
に
総
務
省
消
防
庁
が
住
民

の
緊
急
度
の
判
定
、
利
用
可
能
な
医
療
機
関

や
受
診
手
段
の
情
報
提
供
の
た
め
に
全
国
版

救
急
受
診
ア
プ
リ
﹃
Ｑ
助
﹄
を
作
成
さ
れ
ま

し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
簡
単
に
使
用
が
で
き
る
ア
プ
リ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
ア
プ
リ
を
利
用
す
る
こ
と
で
救
急
車

の
有
効
利
用
、
重
症
傷
病
者
の
迅
速
な
搬
送

に
加
え
、
地
域
住
民
の
方
々
が
適
切
な
タ
イ

ミ
ン
グ
で
医
療
機
関
に
受
診
す
る
目
安
に
な

れ
ば
と
考
え
ま
す
。　

　

興
味
の
あ
る
方
は
、﹃
Ｑ
助
﹄
で
検
索
す

る
と
、
総
務
省
消
防
庁
Ｈ
Ｐ
で
内
容
を
ご
確

認
い
た
だ
け
ま
す
。　

　

是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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NEWS
　　上球磨

〈　『Ｑ助』広報用ポスター　〉

　平成２９年８月１日、２日に甲種防火管理新規講習会を開催
しました。
防火管理とは、火災の発生を未然に防止し、火災が発生した場
合には被害を最小限にとどめるため、必要な対策を樹立し、実
施することをいいます。
　「自分のところは自分で守る」という防火管理の精神に基づ
き火災を防止し、もし災害等が発生してしまった場合でも関係
機関への通報、初期消火、避難誘導等を行い被害の拡大を防止
するよう努力することが大切になります。
　不特定多数の人が出入りするような防火対象物（店舗、飲食
店、福祉施設など）は、防火管理の責任者である防火管理者を
定め、防火管理に必要な業務を行うことが消防法で定められて
います。
　今回、各事業所から新たに１４名の方が本講習を受講され、
甲種防火管理者の資格を取得されました。防火管理体制の柱と
して、今後さらなる防火管理に努めていただきたいと思います。

　当消防本部では、毎年８月頃
に新規防火管理者の講習を実施
しています。防火管理講習等に
ついての問合せは予防課（ＴＥ
Ｌ４２ ‐ ３１８４）までご連
絡ください。
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グリーンカーテンが今年も

上
球
磨
Ｍ
Ｃ
担
当
医
の
異
動
に
伴
う
紹
介

（５）

【エボラ出血熱患者搬送訓練】

　

平
成
29
年
4
月
か
ら
前
任
で
あ
る
中
原
医
師
の
異
動
に
伴
い
、

後
任
に
診
療
部
長
兼
内
科
・
総
合
診
療
科
部
長
で
あ
る
稲
田
医
師

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
任
の
中
原
医
師
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

球
磨
郡
公
立
多
良
木
病
院
の
診
療
部
長
、
内
科
・
総
合
診
療
科

部
長
を
し
て
お
り
ま
す
、
稲
田
啓
介
と
申
し
ま
す
。　
　
　
　
　

　

前
任
者
の
中
原
診
療
部
長
よ
り
引
継
ぎ
、
本
年
度
よ
り
上
球
磨

Ｍ
Ｃ
協
議
会
担
当
医
を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

高
齢
化
が
進
み
、
上
球
磨
地
域
で
は
救
急
車
の
出
動
件
数
も

年
々
増
加
傾
向
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
に
お
け
る
救
急
医
療
の
更

な
る
充
実
は
必
要
不
可
欠
な
状
況
で
す
。
病
院
と
救
急
・
消
防
と

の
連
携
を
強
化
し
、
地
域
の
皆
様
が
安
心
、
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ

う
、
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 就

任
の
ご
挨
拶　

前任の中原医師

上球磨ＭＣ協議会担当医の稲田医師

　平成２９年７月５日、上球磨消防署において人吉
保健所主催のエボラ出血熱患者搬送訓練が実施され
ました。これは人吉保健所（熊本県）と上球磨消防
組合との「エボラ出血熱患者等の移送に関する協定」
の締結に向けた事前訓練として計画されました。
　当日は、消防職員・医療関係者・保健所職員の約
７０名が参加し、９名の救急隊員が実際に感染防護
服を装着し、保健所職員と協力し模擬患者を搬送し
ました。この訓練で、救急隊の活動内容が明確化し、
締結に向けて一歩前進することが出来ました。

　エボラウイルスによる急性熱性疾患で、一類感染
症に指定されています。症状がある患者の体液等に
接触することで感染します。
　症状としては、発熱・倦怠感・嘔吐・下痢・頭痛
等で致死率は５０％以上（発生地により変動あり）
と言われています。
　詳しくは厚生労働省ホームページ（エボラ出血熱
で検索）を参照ください。

※  エボラ出血熱とは

大 活 躍 ！
　

環
境
保
全
や
環
境
美
化
の
取
組
み
と
し
て
数
年
前
か
ら
毎
年
行
っ

て
い
る
消
防
署
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
事
業
。

　

今
年
は
5
月
17
日
に
、
ま
こ
と
保
育
園
（
あ
さ
ぎ
り
町
深
田
東
）

の
園
児
た
ち
と
職
員
合
同
で
ゴ
ー
ヤ
苗
の
植
え
付
け
を
実
施
し
ま
し

た
。「
涼
」
を
届
け
る
と
い
う
作
業
と
併
せ
て
消
防
車
両
等
の
見
学
・

体
験
を
す
る
こ
と
で
、
園
児
た
ち
の
消
防
署
へ
の
関
心
を
高
め
、
防

災
意
識
の
高
揚
に
繋
が
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
き
れ
い
に
２
階
ま
で
伸
び
、
真
夏
の
事
務
室
内
へ
の
日
差

し
が
遮
ら
れ
、
心
地
よ
く
仕
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

～まこと保育園の園児と植え付け作業～

植
え
付
け
を
行
う
園
児

⇧ 2 階まで伸びるｶｰﾃﾝ

Ｍ
Ｃ
（
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
と
は
…

 　
　

プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
ケ
ア
（
病
院
前
救
護
）
に
お
い
て
、
救
急
隊

　

員
が
傷
病
者
に
行
う
救
命
処
置
等
に
対
す
る
指
導
・
助
言
及
び
検

　

証
な
ど
、
救
急
業
務
全
般
に
対
し
て
医
学
的
見
地
か
ら
救
急
活
動

　

の
質
を
保
証
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す

⇨



火災・救急・救助は
☎ １１９ （６）

広報しょうぼう上球磨 平成29年10月

《消防女子！目指してみる？？》　
　全国で消防吏員は 161,618 人。うち女性は 4,035 人
（平成 28 年 4月 1日時点）と圧倒的に男性の多い職場
です。そういった中で、総務省消防庁では女性消防吏員
の更なる活躍に向けた取組みとして、消防吏員に占める
女性消防吏員の全国の比率を平成３８年度当初までに
５％に引き上げるといった数値目標が設定されていま
す。
　まだまだ目標にはほど遠い数値であり、まずは多くの
女性に消防の仕事を知ってもらい興味を持ってもらいた
い・・・と思っている中で、今年は多くの女子生徒がイ
ンターンシップに来てくれました！！　みなさん、暑い
中各種訓練に真剣に取り組まれていました。お疲れ様で
した。～南稜高校 2名～人吉高校 2名～あさぎり中学校 1名～

第５回 熊本県女性消防操法大会！
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　結果は次のとおりです。
　優勝　人吉市女性消防隊
準優勝　八代市消防団女性消防隊
第３位　美里町女性消防隊
第４位　多良木町女性消防隊
第５位　宇土市女性消防隊　
　大会までの長期にわたる
　練習お疲れ様でした！

消防の仕事を詳しく知りたいなら・・下記サイトへアクセス！！
　先輩女性消防吏員の情報や女性限定のインターンシップ
情報などが掲載されています。

　女性消防吏員活躍推進のためのポータルサイト
　https://www.fdma.go.jp/josei_shokuin/index.html　⇒
　　　　　　　　フェイスブック（facebook）
　　　　　　　　https://www.facebook.com/Josei.FDMA.JAPAN   

九州北部豪雨災害活動報告  ～緊急消防援助隊～
 ７月５日から６日にかけて福岡県朝倉市や大分県日田市などの九州北部を記録
的な豪雨が襲い、同時多発的に土砂崩れや河川の氾濫が発生。死者３６名・行
方不明者５名を出す大災害となりました。
  今回のような大災害が発生すると、被災地の消防力だけでは対応困難な場合
があります。このような場合、全国の消防が集結し、被災地での救助活動を実
施します。これを緊急消防援助隊といいます。 
　今回の九州北部豪雨災害では当消防本部からも７隊、計３６名を２０日間に
わたり派遣し、熊本県隊として救助活動、捜索活動、土砂撤去作業などを行い
ました。
  今回の災害活動初期では豪雨の中での活動となり、２次災害の危険がある中、
早朝から夜遅くまでの活動となりました。また、災害活動後期は猛暑日が続き、
体調管理に注意しながらの活動となりました。

畑も道路も水没している中、捜索活動へ いたるところに大木が流されている

増水した川での救助活動　 土砂崩れにより道路が寸断された孤立集落へ

第
10
回
屋
内
消
火
栓
操
法
大
会
の
お
知
ら
せ

 

平
成
29
年
11
月
11
日
（
土
）
に
屋
内
消
火
栓
操
法
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
こ
の
大
会
は
、
平
成
29
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の
一
環

と
し
て
、
防
火
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
隔
年

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

 

今
年
は
ど
の
事
業
所
が
優
勝
す
る
で
し
ょ
う
か
？
上
球
磨
管
内
の

事
業
所
の
方
々
の
勇
姿
を
ぜ
ひ
御
覧
に
な
り
、
多
数
の
温
か
い
応
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

        

場
所
：
上
球
磨
消
防
署　

時
間
：
午
前
９
時
開
会
予
定

　８月２０日、人吉市スポーツパレスにて第５回熊本
県女性消防操法大会が開催され、管内からは多良木町
女性消防隊が上球磨地区代表として出場しました。
　当日は猛暑の中での競技となりましたが、選手は日
頃の練習成果を発揮し、１２団体中４位と優秀な成績
を収めました。　

⇒

H27 年開催の様子


